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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 59,623 △4.8 6,030 92.3 6,502 139.3 5,274 128.3

2021年3月期第3四半期 62,600 △5.3 3,136 0.4 2,716 △17.7 2,311 15.7

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　4,146百万円 （47.8％） 2021年3月期第3四半期　　2,805百万円 （△3.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 315.69 ―

2021年3月期第3四半期 137.33 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第3四半期 123,647 81,139 62.6 4,787.48

2021年3月期 123,007 79,264 61.6 4,502.33

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 77,426百万円 2021年3月期 75,805百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 15.00 ― 0.00 15.00

2022年3月期 ― 35.00 ―

2022年3月期（予想） 35.00 70.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 80,000 △5.8 7,000 62.6 7,900 96.9 6,200 ― 371.05

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首から適用しております。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料8ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会
計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 17,000,000 株 2021年3月期 17,000,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 827,228 株 2021年3月期 163,081 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 16,709,404 株 2021年3月期3Q 16,828,369 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報(３)連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間の当社グループの業績は、電子材料分野を中心に堅調に推移し、売上高は「収益認識

に関する会計基準」等の適用によって前年同期比4.8％減の59,623百万円（収益認識基準適用前：71,253百万円）

となりましたが、営業利益は前年同期比92.3％増の6,030百万円、経常利益は前年同期比139.3％増の6,502百万

円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比128.3％増の5,274百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は123,647百万円となり、前連結会計年度末に比べ640百万円増加

いたしました。主な要因は、受取手形及び売掛金が2,175百万円増加、商品及び製品が1,580百万円増加、繰延税

金資産が551百万円増加したものの、投資有価証券が3,950百万円減少したことによるものです。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における負債合計は42,507百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,234百万円減

少いたしました。主な要因は、長期借入金が1,843百万円減少したことによるものです。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は81,139百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,874百万円

増加いたしました。この結果、自己資本比率は62.6％（前連結会計年度末は61.6％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期通期の業績予想につきましては、業績の動向や経営環境等を踏まえて見直しを行った結果、2021年 

11月８日に公表いたしました業績予想を修正しております。詳細は本日（2022年２月７日）別途開示いたしました 

「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,093 11,080

受取手形及び売掛金 27,170 29,345

商品及び製品 12,102 13,682

仕掛品 3,184 3,644

原材料及び貯蔵品 5,547 5,571

その他 1,204 1,541

貸倒引当金 △41 △38

流動資産合計 60,260 64,828

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 17,110 17,811

機械装置及び運搬具（純額） 12,080 12,376

工具、器具及び備品（純額） 1,254 1,167

土地 14,662 14,666

建設仮勘定 3,513 2,238

有形固定資産合計 48,621 48,261

無形固定資産

のれん 1,281 1,178

その他 425 409

無形固定資産合計 1,706 1,587

投資その他の資産

投資有価証券 9,378 5,428

退職給付に係る資産 46 46

繰延税金資産 2,474 3,025

その他 550 499

貸倒引当金 △30 △29

投資その他の資産合計 12,418 8,970

固定資産合計 62,746 58,819

資産合計 123,007 123,647

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,966 10,086

短期借入金 8,651 9,603

未払法人税等 862 1,259

賞与引当金 1,228 637

その他の引当金 98 54

その他 7,369 5,189

流動負債合計 26,178 26,829

固定負債

長期借入金 11,787 9,944

環境対策引当金 133 137

退職給付に係る負債 5,155 5,226

繰延税金負債 161 97

その他 326 272

固定負債合計 17,564 15,678

負債合計 43,742 42,507

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 21,838 21,838

資本剰余金 16,302 16,299

利益剰余金 35,431 39,960

自己株式 △336 △1,798

株主資本合計 73,236 76,299

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,799 1,346

繰延ヘッジ損益 14 18

為替換算調整勘定 △281 △257

退職給付に係る調整累計額 36 19

その他の包括利益累計額合計 2,568 1,126

非支配株主持分 3,459 3,712

純資産合計 79,264 81,139

負債純資産合計 123,007 123,647
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 62,600 59,623

売上原価 49,844 43,534

売上総利益 12,756 16,089

販売費及び一般管理費 9,619 10,059

営業利益 3,136 6,030

営業外収益

受取利息 10 6

受取配当金 222 215

為替差益 - 247

その他 190 139

営業外収益合計 423 608

営業外費用

支払利息 59 58

為替差損 140 -

操業休止費用 541 6

その他 102 71

営業外費用合計 842 136

経常利益 2,716 6,502

特別利益

固定資産売却益 0 29

投資有価証券売却益 1,289 1,481

特別利益合計 1,290 1,510

特別損失

爆発火災事故に係る損失 - 182

固定資産除却損 284 109

投資有価証券評価損 49 0

投資有価証券売却損 2 247

その他 1 0

特別損失合計 338 539

税金等調整前四半期純利益 3,669 7,473

法人税等 1,147 1,948

四半期純利益 2,521 5,525

非支配株主に帰属する四半期純利益 210 250

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,311 5,274

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 2,521 5,525

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 477 △1,451

繰延ヘッジ損益 △12 0

為替換算調整勘定 △175 89

退職給付に係る調整額 △5 △16

その他の包括利益合計 284 △1,378

四半期包括利益 2,805 4,146

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,614 3,833

非支配株主に係る四半期包括利益 191 313

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（自己株式の取得）

　　当社は2021年10月12日の取締役会決議に基づく自己株式682,300株の取得、及び当第３四半期連結累計期間にお

　ける単元未満株式217株の取得により、自己株式は1,500百万円（682,517株）増加いたしました。

（会計方針の変更）

　　（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、顧客との約束

が財又はサービスを他の当事者によって提供されるように手配する履行義務である場合には、代理人として純額で

収益を認識しております。また、買戻し契約に該当する有償支給取引については、金融取引として有償支給先に残

存する支給品について棚卸資産を引き続き認識するとともに、支給先から受取る対価を収益として認識しないこと

としました。顧客から原材料等を仕入れ、加工を行ったうえで、当該顧客に販売する有償受給取引において、従来

は原材料等の仕入価格を含めた対価の総額で収益を認識しておりましたが、原材料等の仕入価格を除いた対価の純

額で収益を認識することとしております。さらに、売上リベートについて、従来は販売費及び一般管理費として処

理しておりましたが、取引の対価の変動部分の額を見積り、認識した収益の著しい減額が発生しない可能性が高い

部分に限り取引対価に含める方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認

識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほと

んどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第

86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更について、

すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期連結会計期

間の期首の利益剰余金に加減しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は11,629百万円減少し、売上原価は11,582百万円減少し、販売費

及び一般管理費は21百万円減少し、営業外収益は０百万円減少し、営業外費用は４百万円減少し、営業利益は25百

万円減少し、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ21百万円減少しております。また、利益剰余金の

当期首残高は155百万円減少しております。

　なお、収益認識会計基準89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法によ

り組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月

31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益

を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これにより、四半期連結財務諸表への影

響はありません。
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（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる会社については、法定実効税率を

使用する方法により計算した金額を計上しております。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

　前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上

の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する仮定について重要な変更はありません。

　なお、新型コロナウイルス感染症の世界的な収束時期は未だ不透明であり、その影響について現時点で正確に予

測することは困難であり、当社グループの今後の財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。
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